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（磯部地区地域づくり協議会） 

発行日  令和 4年 3月 10日 

発  行  磯６クラブ 

問合先  磯部地区公民館 

電  話  567-2092 

・月曜日から金曜日まで 

・8時 30分～17時 15分 

 

 

 

学校協働事業 スキー教室 

2月 10日（木）磯部小学校のスキー教室がシャルマンスキー場で行われました。 

この授業は「雪と親しみ、自然を愛する心を持った児童を育成する」目的で行われており、磯 6クラ 

ブがインストラクター料の一部を負担している事業で、今年も磯 6クラブの小林会長・池亀副会長が

同行し、スキー靴を履かせてあげたり、リフトで一緒に登ったり、と一緒になって体験してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストラクターにスキーを教わりました。   みんな上達が早くて驚きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

裏面に続きます➡ 

磯 6通信で俳句や写真など発表してみませんか? トクメイでも OK!! 

磯 6通信を楽しい広報にするため、ステキな投稿をどしどし募集します。 皆様奮って投稿をお願いします。 

募集内容 ①磯部俳句 俳句をお届けください。  １人何句でも結構です。  

②磯部短歌 短歌をお届けください。  １人何句でも結構です。 

③磯部画像 ステキな写真・絵をお待ちしています。どんな写真でも結構です。 

           庭木や、野菜・山菜の収穫風景、花や鳥や風や月、犬から猫まで何でも OKです。 

そ の 他 広報・カレンダー等に採用された方には、もれなくステキな記念品をご用意しています。 

問合せ先 くわしくは磯部地区公民館までお問い合わせください。 

磯 6クラブ事業報告 

 
 

 

令和 4年カレンダー配布準備進行中 

令和 4年度の磯 6クラブカレンダーを 3月末に配布予定です。 

4月から 3月までの年度カレンダーで、各地区の事業予定も入っていますので、ぜひ利用ください。 

※配布とは別に販売（500円）も行いますので、県外のご家族・ご親戚の方やお友達への贈り物に 

ご活用いただけますよう、よろしくお願いします。 連絡先:磯部地区公民館 ☎ 567-2092 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磯部地区情報 

 

広報部では地域（楽しい・ステキな・キラッとした☆）情報を募集しています。 

取材してもらいたい事業や地区活動、身の回りの情報をお気軽にお寄せください。 

3月の磯 6 クラブ会議は、3月 17日午後 7時から磯部地区公民館で開催します。 

みんなで自由に意見を出し合える場です。 ぜひ、お越しください。 

その他 

 

 

 

今回は江戸時代から明治にかけての漁業状況についてのお話です。  

筒石地区は慶長時代(1600年頃)に漁業税として一石三斗八升七合を収めていました。 

これは現在の価格に換算するとお米 200kgちょっとです。10万円くらいでしょうか。 

税金を払っていたことで、磯部の漁業は筒石が主に行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、海上で乱闘騒ぎがあるなど緊張の度合いは増すばかり。 

県は困って示談させようとしましたが、両者一向に収まらず、明治 8年に東京上等裁判所にて、「筒石との約 

束文を勝手に破棄するのはダメ」「漁場は開拓したものが税金を払って使うのが一般的」「今後はお互い協 

議の上で了解を取って使うように」という判決が出て一応の決着がつきました。 

 

磯部のちょっと昔話 
 

 

   

今回広報部で徳合の野菜作りについて取材してきました。 

明治 5年(1872)に国は漁業の自由化を図るため、「他の地区でもやってもいいよ」とお触れを出しました。 

そこで藤崎でも許可を得て船を作る人たちが出てきました。 

このお触れは全国で既得権を持つ地区との争いを呼び、明治６年には国も困って、「やっぱり周りと相談の上 

という事で・・・」と、そっと変更しました。  

変更を知った筒石村の塚田佐治右衛門さんたちは藤崎村に行き「筒石村が支配している範囲はダメだからね」

と伝えました。  

藤崎村は斉藤源四郎さんたちを筒石村に送り、「許可を得てるから漁業させてもらいますよ」と回答しました。 

 

大切なふるさと磯部の海です。みんなで仲良くつかっていきたいですね。   

出展:能生町史(下) 近代・現代編より 

 

ずらっと並んだアスパラ菜に圧倒されました。 地産地消推進のため、地元食材をご利用ください♬ 

訪問したお宅では、アスパラ菜と春菊・水仙を育てており、アスパラ菜は食彩館と糸魚川市場に 

12月から 3月上旬まで出荷しているそうです。 

４月からはメロンの植え付けをする、とのお話でした。 食彩館でぜひお買い求めください。 


